
　 
 公共施設を民間に 
 4月からスタート 
 後期高齢者医療制度 

さ
か
い

広  報



こ
れ
ま
で
﹁
公
の
施
設
﹂
は
、

そ
の
公
共
性
か
ら
、
管
理
す

る
主
体
は
市
か
公
共
的
団
体

な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

15
年
９
月
か
ら
、
株
式
会

社
な
ど
の
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
法
人
格
を
持
た
な

い
民
間
事
業
者
︵
民
間
団
体
︶

で
も
、
公
の
施
設
の
管
理
運

営
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
複
雑
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、

①
民
間
事
業
者
の
能
力
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
す
る

②
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る

③
行
政
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
施
設

機
能
を
最
大
限
に
活
か
し
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
積
極
的
に
こ
の
制

度
を
導
入
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
は
、
行
政
コ
ス
ト
を
削
減

す
る
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

４
月
か
ら
市
内
の
40
施
設

で
運
用
す
る
と
、
試
算
で
は
、

１
年
あ
た
り
約
１
億
１
千
４

百
万
円
、
３
〜
５
年
の
指
定

期
間
中
で
約
４
億
８
千
８
百

万
円
の
削
減
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
で
、

職
員
数
を
平
成
27
年
度
末
に

６
０
０
人
と
す
る
目
標
を
掲

げ
る
中
で
、
10
人
程
度
を
削

減
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

４
月
か
ら
導
入
す
る
施
設

を
含
め
、
児
童
館
や
体
育
施

設
な
ど
、
指
定
管
理
者
を
導

入
可
能
な
性
質
の
施
設
が
、

市
内
に
は
89
あ
り
ま
す
。

効
果
的
・
効
率
的
な
施
設

運
営
を
目
指
し
て
、
市
で
は

今
後
も
体
制
が
整
い
次
第
、

積
極
的
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

 

公
の
施
設
っ
て
？ 

市
民
の
福
祉
や
健
康
の
増
進
、
地

域
の
発
展
、
観
光
の
振
興
な
ど
を
図

る
目
的
で
、
市
が
設
置
し
て
い
る
施

設
で
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う

な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

◇
福
祉
施
設

丸
岡
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

坂
井
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
な
ど

◇
文
化
施
設

み
く
に
文
化
未
来
館

ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江
　
　
　
な
ど

◇
体
育
施
設

体
育
館
・
プ
ー
ル
　
　
な
ど

市
役
所
本
庁
や
各
総
合
支
所
は
、

公
の
目
的
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
直
接
市
民
が
利
用
す
る
施

設
で
な
い
た
め
、
こ
こ
で
い
う
﹁
公

の
施
設
﹂
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

 

従
来
の
委
託
と
の
違
い
は
？ 

従
来
の
委
託
契
約
は
、
市
と
の
契

約
に
基
づ
い
て
具
体
的
な
業
務
を
行

う
も
の
で
、
施
設
を
管
理
運
営
す
る

権
限
は
市
に
あ
り
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
そ
の
権
限

を
民
間
事
業
者
が
﹁
代
行
﹂
す
る
も

の
で
、
施
設
の
使
用
許
可
や
条
例
で

定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
料
金
設
定

な
ど
、
こ
れ
ま
で
市
が
行
っ
て
き
た

業
務
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 ず

っ
と
同
じ
事
業
者
な
の
？ 

３
年
ま
た
は
５
年
で
見
直
す
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

適
切
な
水
準
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
さ

れ
て
い
る
か
、
不
正
や
不
当
な
営
利

が
な
い
か
な
ど
、
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
で
す
。

指
定
管
理
者
の
選
定
は
、
原
則
公
募
。

見
直
し
の
た
び
に
﹁
広
報
さ
か
い
﹂

な
ど
で
募
集
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

施
設
管
理
の
方
法
や
事
業
計
画
書
、

収
支
計
算
書
な
ど
を
市
に
提
出
し
て

も
ら
い
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
。
そ
の
う
え
で
、
金
額
だ
け
で

な
く
提
案
内
容
が
一
番
優
れ
て
い
た

者
を
候
補
者
と
し
て
選
出
、
議
会
の

承
認
を
受
け
て
決
定
し
ま
す
。

市
の
責
任
は
な
く
な
る
の
？ 

施
設
は
あ
く
ま
で
も
市
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
施
設
の
管
理
運
営
に
必
要
な

経
費
を
、
市
か
ら
民
間
事
業
者
に
委

託
料
と
し
て
支
払
う
の
で
、
市
の
責

任
の
も
と
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

 

個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？ 

﹁
坂
井
市
個
人
情
報
保
護
条
例
﹂
で
、

指
定
管
理
者
に
対
し
て
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
条
例
上
の
義
務

を
課
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
協
定
の

中
で
も
適
切
な
取
り
扱
い
の
遵
守
を

明
記
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設

公
共
施
設
を
民
間
民
間
に 

4月から新たに16施設 

公
共
施
設
を
民
間
に 

4月から新たに16施設 

民間能力を 
積極的活用 

231の公共 
施設を検証 

削減効果は 
5年で5億円 

指定管理者一覧表 

ＪＲ春江駅駐車場

ＪＲ丸岡駅南駐車場

ＪＲ丸岡駅長畑駐車場

坂井市赤坂聖苑

坂井市三国社会福祉センター

坂井市三国希望園

坂井市丸岡総合福祉保健センター

介護予防拠点施設いこいの家

坂井市坂井健康増進センター

坂井市坂井障害者交流センター

坂井市ゆりの里公園

坂井市坂井地域交流センターいねす

坂井市三国温泉ゆあぽ〜と

丸岡城

坂井市丸岡歴史民俗資料館

霞ヶ城公園

坂井市霞ケ城公園事務所

坂井市丸岡観光情報センター

東尋坊駐車場

お天守前駐車場

丸岡まちかど公園駐車場

坂井市たけくらべ広場

坂井市みくに文化未来館

旧森田銀行本店

旧岸名家

三国湊町家館

坂井市文化の森・YURI文化情報交流館ハートピア春江

坂井市丸岡フィットネスセンター・坂井市丸岡B＆G海洋センター

三国運動公園屋内温水プール

丸岡情報団地公園

丸岡運動公園

鳴鹿テニス場

磯部テニス場

今市水泳プール

長畝水泳プール

丸岡武道館

丸岡今福体育館

丸岡ゲ-トボ-ル場

坂井市丸岡スポーツランド

霞ヶ城公園屋内球技練習場

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

株式会社　アイビックス

株式会社　法美社

社会福祉法人　坂井市社会福祉協議会

イワシタ物産　株式会社

特定非営利活動法人　すいせんの家

社会福祉法人　坂井市社会福祉協議会

特定非営利活動法人　スマイルネットワークさかい

長谷川造園　株式会社

株式会社　アイビックス

三国温泉組合

財団法人　丸岡町公共施設等管理公社

有限会社　一筆啓上茶屋

坂井市三国観光協会

財団法人　丸岡町公共施設等管理公社

社団法人　竹田文化共栄会

財団法人　坂井市三国町文化振興事業団

特定非営利活動法人
ボランティアガイド　きたまえ三国

財団法人　坂井市春江文化振興事業団

アクアスポーツ　株式会社

財団法人　丸岡体育振興事業団

福井市下馬二丁目101

福井市里別所新町505

丸岡町八ケ郷21-7-1

福井市円成寺町1-6

丸岡町西瓜屋4-65

丸岡町八ケ郷21-7-1

坂井町東24-22

春江町大針8-23

福井市下馬二丁目101

三国町宿二丁目18-1

丸岡町霞町三丁目1-3

丸岡町霞町三丁目1-3

三国町安島59-53

丸岡町霞町三丁目1-3

丸岡町山竹田119-3

三国町神明一丁目4-20

三国町新保8-2

春江町西太郎丸15-22

福井市花堂北二丁目31-23

丸岡町霞町三丁目1-2

春江支所　地域課

坂井支所　地域課

市民生活課

三国支所　福祉課

丸岡支所　福祉課

坂井支所　福祉課

ゆりの里公園管理事務所

坂井市坂井地域交流センター　いねす

三国温泉ゆあぽ〜と

商工観光課

三国支所　産業課

丸岡支所　産業課

生涯学習課

文化課

スポーツ課

51-9401

50-3060

50-3030

82-8903

68-0805

50-3063

58-0100

72-7600

82-7070

50-3152

82-8904

68-0806

50-3162

50-3164

50-3163

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ23.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ18.4.1〜Ｈ23.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ25.3.31

Ｈ20.4.1〜Ｈ23.3.31

施設名 指定の期間 担当課 連絡先
指定管理者

名称 住所

ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
と
経
費
減 

効
果
は
５
年
で
約
５
億
円 

今
後
も
積
極
的
に
導
入 

Q Q Q Q Q

※○は新規に指定管理者を導入する施設

3 2月号広報 22月号広報



後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
 

4月から スタート 保険料はどうなるの？ 

国・県・市町
50％

現役世代から
の支援金
40％

国・県・市町
50％

現役世代から
の支援金
40％

●所得の低い人は、世帯の所得金額に応じて保険料の均等割額が軽減されます。

軽減割合　　　　　　　　世帯の所得金額が下記を超えない場合

7割軽減　 33万円（基礎控除）

5割軽減　 33万円（基礎控除）+24.5万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）

2割軽減　 33万円（基礎控除）+35万円×被保険者数

●これまで社会保険などの扶養家族として保険料負担がなかった人が、急激な
　負担増にならないように、保険料の軽減措置があります。

一人あたりの 
年間 

20・21年度の 
一人あたりの 
平均保険料年額 

総所得 
金額等 
総所得 
金額等 
総所得 
金額等 

上限額 
50万円 

保険料 保険料 
均等割 均等割 

所得割 所得割 

43,700円 

57,400円 -33万円 年7.9％ 

43,700円 

57,400円 -33万円 年7.9％ 

43,700円 

57,400円 -33万円 × 年7.9％ 

す
で
に
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

３
月
末
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

４
月
以
降
に
75
歳
に
到
達
す
る
人
に
は
、
郵
送
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
１
年
で
、
毎
年
８
月
に
更

新
さ
れ
ま
す
。︵
３
月
下
旬
に
郵
送
す
る
被
保
険
者
証
の

有
効
期
間
は
、
１
年
４
カ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
︶

介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
年
金
の
受
給
額
が

年
18
万
円
以
上
の
人
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
︵
特

別
徴
収
︶。

年
金
の
受
給
額
が
年
18
万
円
未
満
の
人
は
、
口
座
振
替

や
納
付
書
で
納
め
ま
す
︵
普
通
徴
収
︶。

※
た
だ
し
、
年
額
18
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
の
合
計
が
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
は
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す

※
19
年
10
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
人
は
、
当
初
は
普
通

徴
収
に
な
り
ま
す

75歳以上の人 
65歳以上で一定の障害がある人 

 
 
 

　75歳以上の全員が被保険者と

なり、一人一人に新しい「後期

高齢者医療被保険者証」が交付

されます。

医療費の自己負担 医療費の自己負担 

一般の人………………１割 
現役並みの所得者……３割 

　病院の窓口など医療機関での

自己負担は、今までの「老人保

健制度」と変更ありません。

老
人
保
健
制
度
で

老
人
保
健
制
度
で
 

医
療
を
受
け
て

医
療
を
受
け
て
 

い
る
皆
さ
ん
へ

い
る
皆
さ
ん
へ
 

老
人
保
健
制
度
で

老
人
保
健
制
度
で
 

医
療
を
受
け
て

医
療
を
受
け
て
 

い
る
皆
さ
ん
へ

い
る
皆
さ
ん
へ
 

老
人
保
健
制
度
で
 

医
療
を
受
け
て
 

い
る
皆
さ
ん
へ
 

保
険
証
は
い
つ
届
く
の
？ 

保
険
料
は
ど
う
や
っ
て
納
め
る
の
？ 

す
で
に
老
人
保
健
制
度
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

４
月
１
日
か
ら
自
動
的
に
加
入
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

65
歳
以
上
74
歳
以
下
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
の
加
入

は
任
意
で
す
。

４
月
１
日
以
降
に
75
歳
を
迎
え
る
人
は
、
誕
生
日
か
ら

自
動
的
に
加
入
と
な
り
ま
す
。

い
つ
か
ら
対
象
に
？ 

会  場
（公民館）

日  　　 時


三   　国

雄   　島

加 　  戸

新 　  保

浜　四　郷

三国木部

鳴   　鹿

磯  　 部

高  　 椋

高椋東部

丸 　  岡

長  　 畝

竹 　  田

春　江　南

春　江　東

春　江　中

大 　  石

春　江　西

坂井木部

大  　 関

兵   　庫

東　十　郷

9：30〜

13：30〜

15：30〜

9：30〜

13：30〜

15：30〜

9：30〜

13：30〜

15：30〜

9：30〜

13：30〜

15：30〜

13：30〜

9：30〜

13：30〜

15：30〜

9：30〜

9：30〜

13：30〜

9：30〜

13：30〜

15：30〜

2/25
（月）

2/26
（火）

2/27
（水）

2/28
（木）

2/29
（金）

3/4
（火）

3/5（水）

3/3（月）

3/5（水）

3/3（月）

　制度に関するいろいろな疑問に

ついて、保険年金課職員が説明し

ます。

　どの会場でも入場できます。気

軽にお越しください。

もっと詳し
く知りたい

人

説明会
にお越し

ください

もっと詳し
く知りたい

人

説明会
にお越し

ください

後期高齢者の

保険料　10％

後期高齢者の

保険料　10％

対　象　者 対　象　者 

　これまで家族や世帯

主の被扶養者だった人も、

保険料を負担していた

だくことになります。

対象者 
一人一人が納付 

保　険　料 保　険　料 

● 問合先 ●

福井県後期高齢者医療広域連合

54-6330

または 保険年金課　   50-3031

　　　 各総合支所市民課

（三国）  82-8902

（丸岡）  68-0804

（春江）  51-9403

（坂井）  50-3062

医療を
受けるとき
必要なもの

医療を
受けるとき
必要なもの

被用者
保険

被用者
保険

3
月
ま
で

4
月
か
ら

（65歳） 70歳 75歳

皆さんご自身が被保険者に

前期高齢者前期高齢者 前期高齢者後期高齢者

国民健康保険、政府管掌

保険、健康保険組合、共

済組合などの健康保険

に加入

国民健康保険、政府管掌
保険、健康保険組合、共
済組合などの健康保険
の「高齢受給者」


国民健康保険、政府管
掌保険、健康保険組合、
共済組合などの健康
保険の「高齢受給者」


「被保険者証」 「被保険者証」と「高齢受
給者証」


老人保健制度に加入


後期高齢者医療制度に
自動的に移行

「後期高齢者医療被保
険者証」

「被保険者証」と「老人医
療受給者証」


「被保険者証」と「高齢
受給者証」


「被保険者証」

国民健康保険、政府管掌

保険、健康保険組合、共

済組合などの健康保険

に加入

4月1日 10月1日 21年4月1日 22年4月1日 23年4月1日

保険料の

負担なし

所得割の

負担なし

所得割の

負担なし

所得割の

負担なし

均等割の１割 均等割の５割

所得割は
所得に応じて

負担あり

均等割の
全額を負担

とりあえず半年は、

負担はありません。

１年後には、均等

割が５割負担に。

３年後には、

全額負担に。

　医療機関での自己負担を除く総医療費の1割

を皆さんの保険料で賄うことになります（右図）。

　福井県の保険料は、下のとおりです。保険料

率は県内一律で、この制度を運営する福井県後

期高齢者医療広域連合で２年ごとに見直します。

〈医療費〉
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今
月
号
は
﹁
竹
田
の
里
づ
く
り
協
議
会
﹂
の
活
動
に
つ
い
て
、
会
長
か
ら
伺
い
ま
し
た
。

地
区
外
の
子
供
た
ち
に
竹
田
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
じ
ょ

ん
こ
ろ
雪
ま
つ
り
の
日
に
、
親
雪

遊
雪
︵
学
童
交
流
事
業
︶
を
実
施
。

同
協
議
会
の
初
事
業
。
市
内
か
ら

15
組
の
児
童
と
そ
の
家
族
が
竹
田

小
児
童
と
一
緒
に
、
ど
ん
ど
作
り

や
雪
行
灯
づ
く
り
を
し
て
交
流

畑　清隆 会長

竹田の里づくり協議会
 (11月13日発足)

はた　　   きよ たか

事業
展開中の会

長
に

事業
展開中の会

長
に

 ズバリ 

聞く! !
 ズバリ 

聞く! !
⑤

「みんなで創る、誇りあ
る明るい竹田」を基本理念
に掲げ、「住みたくなる里
　いきいき竹田を創ろう」
を基本目標にしています。
すなわち住んでいる人が魅
力あるところと感じられ、
誰もが住みたくなる里づく
りを目指しています。

動
き
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

動
き
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

動
き
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

夢
と
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
る
よ
う
に 

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
超
高
齢
化
社
会
の
到
来

や
三
位
一
体
改
革
の
推
進
、
自

治
体
財
政
健
全
化
法
の
成
立
な

ど
外
部
環
境
の
変
化
に
加
え
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
資
本
整
備
に

伴
っ
て
発
行
し
た
地
方
債
の
償

還
負
担
が
高
ま
る
な
ど
、
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
税
収
の

伸
び
悩
み
や
地
方
交
付
税
が
大

幅
に
減
少
す
る
中
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
な
ど
に
よ
る
行
政
需

要
は
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
市
の
財
政

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
誕
生

３
年
目
を
迎
え
る
本
年
は
、
こ

の
た
び
策
定
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
指
標
と
な
る
﹁
坂
井
市
総
合

計
画
﹂
に
基
づ
き
、
市
の
将
来

像
﹁
輝
く
未
来
へ
・
・
・
み
ん
な

で
創
る
希
望
の
都
市
〜
子
ど
も

た
ち
の
夢
を
育
む
故
郷
を
目
指

し
て
〜
﹂
の
実
現
を
図
る
べ
く
、

諸
施
策
の
推
進
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
策
定
し
た
﹁
市
行

政
改
革
大
綱
﹂
に
基
づ
き
、
行

財
政
改
革
を
着
実
に
実
施
し
、

自
主
財
源
の
積
極
的
な
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業

評
価
に
基
づ
き
徹
底
し
た
事
業

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
行
財

政
運
営
の
適
正
化
と
合
理
化
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

夢
と
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
る
よ
う
に 

市
長
定
例
記
者
会
見
が
１
月
11
日
︵
金
︶
、
市
多
目
的
研
修
集
会
施

設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
見
で
坂
本
市
長
は
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
ま
し
た
。

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
市
長
で
は
、
市
長
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ
市
政
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
定
例
記
者
会
見
の
模
様
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」作
文
で 

　
　
　
　
　  

小
林
さ
ん
が
日
本
一
に 

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」作
文
で 

　
　
　
　
　  

小
林
さ
ん
が
日
本
一
に 

「
準
ざ
ぶ
ん
賞
」に
常
廣
さ
ん 

「
準
ざ
ぶ
ん
賞
」に
常
廣
さ
ん 

松
浦
さ
ん
が
全
国
４
位 
松
浦
さ
ん
が
全
国
４
位 

大
久
保
さ
ん
が
最
優
秀
賞 

大
久
保
さ
ん
が
最
優
秀
賞 

晴れ姿の新成人 
　　社会人の自覚新た 
晴れ姿の新成人 
　　社会人の自覚新た 
晴れ姿の新成人 
　　社会人の自覚新た 

市
成
人
式
が
１
月
13
日
︵
日
︶、

ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江
で
開
か
れ
ま

し
た
。
市
で
今
年
度
、
成
人
を

迎
え
る
の
は
１
０
７
７
人
。
式

に
は
９
１
２
人
が
参
加
し
、
友

人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
に

気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
今
回
の
式
典
は
、
新
成

人
16
人
が
実
行
委
員
と
な
り
、

運
営
。
16
人
は
、
式
典
の
模
様

も
盛
り
込
ん
だ
﹁
記
念
品
Ｄ
Ｖ

Ｄ
﹂
作
り
を
手
掛
け
る
な
ど
、

晴
れ
の
門
出
に
華
を
添
え
よ
う

と
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
な
ど
が
主
催
す
る
第
32
回
﹁
ご

は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
﹂
作
文
・

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
文
部

門
︵
応
募
総
数
4
1，
9
0
1

点
︶
で
、
小
林
朋
史
さ
ん
︵
春

江
中
１
年
︶
が
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
１
月
18

日
︵
金
︶
に
東
京
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
賞
状
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

作
文
に
は
、
米
作
り
を
し
て

い
る
の
に
新
米
を
口
に
で
き

な
い
矛
盾
や
古
米
を
い
か
に

お
い
し
く
食
べ
る
か
な
ど
、
農

家
の
苦
労
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ 

ば
や
し

と
も   

ふ
み

命
の
源
で
あ
る
水
を
テ
ー

マ
に
し
た
全
国
公
募
の
文
学

賞
﹁
ざ
ぶ
ん
賞
２
０
０
７
﹂
で
、

常
廣
明
里
さ
ん
︵
三
国
中
２
年
︶

が
最
高
賞
に
次
ぐ
﹁
準
ざ
ぶ
ん

大
賞
﹂
を
受
賞
し
ま
し
た
。
　

ま
た
、
奥
出
陽
香
さ
ん
︵
丸

岡
中
３
年
︶
が
﹁
ざ
ぶ
ん
特
別

賞
﹂
を
受
賞
し
ま
し
た
。

１
月
27
日
︵
日
︶
に
み
く
に

文
化
未
来
館
で
開
か
れ
た
福

井
県
地
区
表
彰
式
で
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

ま
つ 

う
ら   

か    

な

お
お   

く      

ぼ   

や
す  

の
り

つ
ね 

ひ
ろ 

あ
か   

り

お
く   

で   

は
る   

か

第
８
回
全
国
中
学
生
創
造

も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
パ
ソ

コ
ン
入
力
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国

大
会
が
つ
く
ば
市
で
行
わ
れ
、

松
浦
可
奈
さ
ん
︵
春
江
中
２
年
︶

が
４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

﹁
昨
年
の
６

位
よ
り
良
く
な
っ

て
う
れ
し
い
﹂
と
、

笑
顔
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

第
26
回
県
下
消
防
職
員
意

見
発
表
大
会
が
１
月
25
日
︵
金
︶

に
福
井
市
消
防
局
で
開
か
れ
、

嶺
北
消
防
組
合
消
防
本
部
の

大
久
保
泰
伯
さ
ん
が
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
県
内
の
各
消

防
本
部
か
ら
９
人
が
出
場
。

大
久
保
さ
ん
は
自
主
防
災
組

織
作
り
の
大
切
さ
な
ど
を
訴

え
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
、

４
月
の
東
近
畿

支
部
大
会
に
県

代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

発表する大久保さん発表する大久保さん

▲表彰される常廣さん ▲トロフィーを前に、坂本市長と歓談する小林さん（中央）

パソコンに向かう松浦さんパソコンに向かう松浦さん

成人を祝して、坂本市長から記念品を贈呈。代表して

受け取る立真由美さん
たち  ま   ゆ   み

成人を祝して、坂本市長から記念品を贈呈。代表して

受け取る立真由美さん友人との再会を喜ぶ、晴れ姿の新成人たち友人との再会を喜ぶ、晴れ姿の新成人たち

代表して謝辞を述べる新成人（左から大連達揮さん、下家望美さん、中川浩佑さん）代表して謝辞を述べる新成人（左から大連達揮さん、下家望美さん、中川浩佑さん）

たち  ま   ゆ   み

だいれんたつ  きだいれんたつ  き げ  や  のぞ みげ  や  のぞ み なかがわこうすけなかがわこうすけ

ひ
が
し
こ
く

■
過
疎
問
題
を
焦
点
に
■

協
議
会
を
設
立
す
る
に
あ
た

り
、
地
区
の
問
題
・
課
題
を
ア

ン
ケ
ー
ト
し
た
結
果
、
﹁
過
疎

化
﹂
と
﹁
少
子
高
齢
化
﹂
が
地

域
住
民
か
ら
の
意
見
と
し
て
圧

倒
的
に
多
い
回
答
で
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
や
る

べ
き
仕
事
と
し
て
、
当
然
こ
の

問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
児
童
数
が
減
少
し
、

４
月
に
は
地
区
内
の
保
育
園
が

休
園
し
て
し
ま
い
ま
す
。
東
国

原
知
事
が
﹁
宮
崎
県
を
ど
げ
ん

か
せ
ん
と
い
か
ん
﹂
と
言
っ
た

よ
う
に
、
竹
田
も
﹁
今
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
。
ま
さ
に
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
中

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
こ
の
問
題
解

決
す
る
た
め
行
動
を
起
こ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
今
後
の
展
開
■

地
区
の
抱
え
る
課
題
を
検
討

し
解
決
を
図
る
た
め
、
竹
田
地

区
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
た
け
く
ら
べ
広

場
に
あ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
植
樹
に
よ
る
拡

大
を
行
い
、
雪
ま
つ
り
だ
け
で

な
く
、
竹
田
の
新
名
所
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
地
と
し
て
定
着

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

若
い
人
に
も
事
業
へ
の
参
画

を
働
き
か
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
輪
は
小
さ
く
と
も
密
度
の
高

い
と
い
う
こ
の
地
区
の
利
点
を

生
か
し
て
、
竹
田
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

 

ば
る
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まちの話題が満載の「まちかど i 」は、市のホームページ（ 　http://www.city .fukui -sakai . lg . jp/ ）からもご覧いただけます。

ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

高齢者が元気になるまちづくり講演会が三国社会福祉セン

ターで開かれました。約300人が参加し、高齢者同士が助け

合う地域社会のあり方を学びました。

講演会では住民流福祉総合研究所の木原孝久所長が「認知

症や要介護状態になってもボランティアはできる。誰かの役

に立っていることが元気の源」と力説。「助けられ上手」にな

るために地域の中でできるだけ多くの人との接点を作ってお

くことや、“持ちつ持たれつ”の関係を築くことの大切さを訴

えました。

高齢者主役のまちづくりの秘訣は
「助けられ上手」

春江大好きP　まちの魅力満載の歌を

集中力と瞬発力で勝負
競技かるたに挑む子供たち

11年前の油流出事故の知識を役立てたい
韓国から使節団

中野鈴子の特別展
丸岡図書館で初開催

第2回市小学生親善かるた大会が三国運動公園健康管理セ

ンターで行われました。市内の子ども会24チームが参加し、

4つのゾーンに分かれてリーグ戦で対戦しました。

身体をぐっと乗り出して構え、読み手の声に集中する。上

の句が発せられた瞬間、パシッという音を立て、札をはじく。

静寂と緊張感の中、子供たちは一瞬で決まる真剣勝負を繰り

広げていました。

大会の結果、各ゾーンの優勝チームは次のとおり。

Ａ：荒波Ａ（雄島小）、Ｂ：荒波Ｃ（雄島小）

Ｃ：荒波Ｂ（雄島小）、Ｄ：めぐりあひて（大関小）

市の実情にあった男女共同参画の推進を

市男女共同参画審議会は、男女共同参画推進計画の骨子を

まとめ、坂本市長に答申しました。

骨子には、統計や市民意識調査などから見えた市の現状を

踏まえ、「男女がそれぞれ少ない分野への進出」「子育てや介

護などへの支援」といった６つの重点的取り組みや施策の方

向性などが示されています。

市は骨子をホームページなどで公表し、市民からの意見を

募集。寄せられた意見を取り入れ、計画を策定します。　

復刻版は〝愛〟満載
ふるさと切手「一筆啓上」200万枚を発売

ふるさと切手「一筆啓上」が日本郵政から発売され、本市

が手紙文化のまちであることを全国にPRしています。

切手は、18年4月に「一筆啓上・丸岡城」として400万枚発

行されたものの復刻版。再発行を望む声に応え、200万枚発行。

以前は1シートに、四季の丸岡城と一筆啓上賞「愛」の文字だっ

たものを、「愛」の文字のみにして、北陸3県や東京、九州の

郵便局などで発売されています。

郵便事業株式会社丸岡支店は復刻販売を記念したセレモニー

を行い、今福幼保園児が〝愛の切手〟を張った家族への手紙

を投函し、式典に花を添えました。

1.17

1.8

1.16~31

1.20

丸岡町出身の作家・中野重治の妹で、詩人の中野鈴子の没

後50年にちなんだ特別展が丸岡図書館で行われました。

特別展には、詩３篇の直筆原稿や、代表作『花もわたしを

知らない』の詩集などを展示。また創作ノートや鈴子宛の手

紙も公開。鈴子が農業の傍ら創作活動に励んだ様子や日常生

活の一端をうかがい知ることができると、多くの人が訪れて

いました。

黄海で起きたタンカー衝突事故で流出した原油被害を受け

る韓国の忠清南道から、李完九知事ら12人がロシアタンカー

油流出事故での対応を学びたいと本市を訪れました。

視察団は、坂本市長や梅野茂男・元雄島漁業協同組合長な

どから11年前の回収作業などの説明を受けたり、三国の海

岸を視察して当時の様子を聞いたりして、本市の持つ経験と

知識に強い関心を示していました。

春江町のまちおこしグループ「春江大好きプロジェクト」は、

春江の魅力を歌詞に盛り込んだオリジナル曲「春江大好き」

を完成。2月に開かれるコンサートで披露するため、春江中

学校の合唱部と合同練習を行っています。

同グループは、歌でまちを元気にしようと、春江の歌づく

りを企画。6月から8回にわたりワークショップを開催し、参

加者とともに春江にふさわしい歌を考えてきました。

代表の木川直美さんは「今の春江をイメージできる歌に仕

上がった。“やっぱり春江はいいね”と思ってもらえるコンサー

トにしたい」と話しています。

（コンサート開催についてはp11をご覧ください）

1.28

1.22

坂井市商工会と丸岡商工会が合併契約書に調印

坂井市商工会と丸岡商工会の合併契約調印式が市商工会館

で行われました。関係者約50人が出席。黒川秀雄・市商工

会長と辻橋勲・丸岡商工会長が合併契約書に調印しました。

式で黒川会長は「県で一番、日本でも13番目の大きさの

組織となった。形ばかり大きいのではなく、会員のためどう

あるべきか考えていきたい」とあいさつ。また辻橋会長は「市

全体の振興・発展に尽くしたい」と述べました。

坂井市商工会は会員数2369人（12月末現在）となり、4

月1日から新たにスタートを切ります。

1.30

1.26

チュンチョンナムド イワング

うめ   の しげ   お

なか   の    しげ  はる なか   の   すず    こ 

き   かわ なお   み

き    はら たか  ひさ

くろ   かわ ひで    お

つじ   はしいさお
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﹁
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﹂
﹁
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中
！

締
め
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り
は
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前
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　当協会では、個人・団体（企

業）会員を募集しています。

　中国人との交流・ボランティ

ア活動などに興味や関心を持っ

ている人は、ぜひ入会してくだ

さい。

年会費
 個人 2,000 円


 団体 5,000 円

問合先
 平瀬　　 51-1337


 hirase@mx2.fctv.ne.jp

　技術はもちろん、友情を特に

大切にしています。

　小町Ｔ・Ｃ（テニスクラブ）

がお相手します。

　活動は毎週実施しています。

問合先
 長田　 51-4742

　英語の勉強を始めたい人、もっ

と勉強したい人、一緒に学びま

せんか。

　高齢者、児童を問いません。

と　き
 毎週水曜日　夜

ところ
 市内

コース
 【初級】アルファベットからＯＫ


 【中級】きれいな英語を作ろう

問合先
 長田　 51-4742

　絶え間なく、ゆっくりと動く

全身運動で、自然治癒力が向上

します。

　年齢・体力を問わず、日々の

健康増進と美容に効果があります。

と　き
 毎週木曜日 19:30〜21:00

ところ
 今福体育館

講　師
 日本武術太極拳連盟


 Ａ級指導員 市橋弘幸氏

　一日無料体験、歓迎。体験は

随時できます。

問合先
 美套会　 67-0279

　

　一筆啓上茶屋では、エレクトー

ンによるミニコンサートを行い

ます。そばコーナーも営業して

います。丸岡産そばの魅力を味

わいながら、響く音色も味わっ

てください。来店先着50人に

手作りクッキープレゼント。

　また当日は午後8時までそば

営業しています。

と　き
 2 月 23 日（土）18:00 〜 19:00

ところ
 一筆啓上茶屋（丸岡城東側）

問合先
 一筆啓上茶屋　 66-5880

　文部科学省と総務省の所管で、

正規の通信制の大学です。入学

試験はありません。

　仕事を持ちながら、自宅でテ

レビやラジオを使ってマイペー

スに学べ、生涯学習に最適です。

　キャリアアップや資格習得を

目指し、夢を実現してみません

か。詳しくは下記まで。

出願期間
 2 月 29 日 ( 金 ) まで

問 合 先
 放送大学福井学習

センター   22-6361

　〒 910-0858　福井市手寄 1

丁目 4-1 アオッサ７階

　　http://www.campus.u-air .ac.jp/~fukui/

　多くの中高年の人が道守高校

で学んでいます。月に 2 回程度

日曜日に登校し、レポートを提

出して学びます。

　関心のある人は、個別相談日

（2/17、3/2）にご参加ください。

（要電話予約）

　また指定日に来校できない場

合は、お問い合わせください。

出願期間
 3月14日（金）〜28日（金）

問 合 先
 道守高校 通信制 入学係 

　　 36-1184　　36-1185

　〒 918-8575  福井市若杉町 35-21

　春江の元気な姿を多くの人に

感じてもらえるコンサートを開

催します。

　春江を歌で元気にしたい。春

江の歌を作りたい―。そんな思

いから出来た、春江の魅力満載

の「春江の歌」を披露しますの

で、ぜひお越しください。

　また当日は、オリジナル音楽

劇「春太郎物語」や春江で織ら

れた布地で作ったドレスのファッ

ションショーなども行います。

と　き
 2 月 24 日（日）


 13:30 〜 16:00


 （13:00 開場）

ところ
 ハートピア春江


 小ホール

入場料
 一般　　　500 円


 中学生以下　無料

問合先
 春江大好きプロジェクト


 木川　 090-4323-3714

　植え替えや剪定など、盆栽の

基礎的な管理法が学べます。

　教室では、当会員が受講生一

人一人に分かりやすく、お手伝

いします。

　受講費は無料で、予約は不要。

当日会場にお越しください。

と　き
 毎月第 3 日曜日


 13:30 〜 15:30


 (3/16, 4/20, 5/18,  

6/15, 7/20, 8/17, 

9/21, 10/19）

ところ
 県総合グリーンセンター


 盆栽展示場

講　師
 当会員と盆栽店技術者

問合先
 丸岡盆栽会事務局　


 高筒　 67-2524
たか とう

一筆啓上茶屋でコンサート 

放送大学で学びませんか 

学びたいを行動に！ 
― 通信制高校で学んでみませんか ― 

び   とう かい

なが   た

なが   た

ひら   せ

き   かわ

いち  はし ひろ  ゆき

市日中友好協会 会員 
募集 

初心者・退職者歓迎 
硬式テニス仲間 春の募集 

英語を勉強したい人集まれ！ 

太極拳 始めてみませんか？ 

春江を歌で元気にしよう！ 

春江大好きコンサート 

丸岡盆栽会主催 

盆栽教室を開催 
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ボッカ・ベルラさかい　メンバー 23人

代　　表　 橋　敦子さん

コメント　「メンバーを募集中。毎週土曜日10時から12時

まで、東十郷小学校（１・３土曜日）や春江仲

公民館（２・４土曜日）で練習しています。興

味のある人は、ぜひお越しください」

連 絡 先　   72-0336

透
明
さ
の
あ
る
歌
声
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春江地区推進員

　AED（自動体外式除細動器）

の使用方法を含めた成人に対す

る心肺蘇生法と止血法が学べま

す。修了証の交付があります。

　また、定期講習会のほかに相

談に応じて講習会を開催します。

詳細は最寄りの消防署か下記ま

でお問い合わせください。

と　き　2月24日(日)

　　　　9:00〜12:00

ところ　嶺北丸岡消防署

対　象　本市またはあわら市に

在住、通勤または通学

する中学生以上の人

申　込　FAXかメールで申請書

を下記に提出。申請書

はホームページから

問合先　嶺北丸岡消防署

　         　66-0119　 67-0757

　　maruoka@reihoku-fd.jp

　　http://www.reihoku-fd.jp

　養育費の取り決めや確保に悩

んでいる人は、相談してくださ

い。専門の相談員が対応します。

　養育費は、子供の生活を守り

育てるため必要な日々の費用で

す。夫婦の関係が切れても、ど

ちらの親にも子供を養育し、幸

せにする責任があります。

と　き　3月6日（木）

　　　　10:00〜12:00

ところ　市役所別館 1階 相談室

問合先　児童家庭課　50-3042

　環境省推薦の漫才師を招き、

楽しく環境について学べる講演

を行います。どなたでも参加で

きます。気軽にお越しください。

と　き　2月24日（日）

　　　　13:30〜15:20

ところ　霞の郷

講　師　林家ライス・カレー子氏

主　催　市女性の会

問合先　野田　66-5143

リサイクル

大根よりも頼もしい！？

　切干大根には、二日酔いで弱った肝臓や胃腸を回復

し食欲を増進させる働きがあります。また、保温効果

があり、冷え性を防ぐ働きもあるといわれています。

　暖かくなるまでもう一息のこの季節、栄養タップリ

の切干大根を毎日の食卓に取り入れて、春を待ちましょ

う。

問合先　春江総合支所福祉課　 51-9404

① 米はといで水を切り、炊飯器に入れ、だし汁を加え

て30分置く。

② 切干大根はさっと洗って、水に10分ほどつけて戻し、

２㌢の長さに切る。薄揚げは２㌢の長さに切る。

③ 干ししいたけは戻して、細かく切り、ニンジンも同

じように切る。

④ 炊飯器に、切干大根・薄揚げ・干ししいたけ・ニン

ジン・Ａを加えて炊き上げる。

作　り　方

切干大根の炊き込みご飯

　お子さんと離れてゆっくり、

オリジナルの布おもちゃを作っ

てみませんか。

　また、いろんな布おもちゃも

たくさんあります。一緒にふれ

て楽しみませんか。

と　き　3月5日(水)

　　　　10:00〜11:30

ところ　坂井健康センター

対　象　3歳までのお子さんを

持つ保護者またはその

家族

定　員　先着15人

参加費　無料

講　師　市母子保健推進員

申　込　下記まで申し込んでく

ださい

申込・問合先　坂井健康センター

50-3067

　若者を中心に有機農業運動を

展開し、豊かな自然環境と安全

な農作物を作ることに挑戦する

山形県高畠町。

　地域づくりに魅せられて高畠

に移住する若者も多いという、

その取り組みを紹介します。

と　き　2月21日(木)

　　　　19:00〜

ところ　坂井北部丘陵地農業団

地センター（あわら市

二面1-10）

講　師　ゆうきの里・さんさん

　　　　遠藤　周次 氏

問合先　坂井北部丘陵地営農対

策会議　 78-6363
Ａ

申込・問合先

市民生活課　

　50-3030

＊無償の品物のみ取り扱い

＊掲載期間は6カ月

ゆずります

ソファー（一人用）２脚、折

りたたみベッド、小型テレビ、

幼児用踏み台（プラスチック

製）、幼児用柵

ゆずってください

二人用ベビーカー、炊飯器、

乳児用シャワーチェアー、子

供用自転車、屋外用すべり台、

安全ぼうや（飛び出し注意の

看板）、大人用自転車（変速

用）、臼・きね、着付け用ボ

ディ、ノートパソコン、マレッ

トゴルフ用スティック・球、

春江中学校学生服（男子用）・

通学用雨合羽・体操服上下、

ガスコンロ（２個用）、足踏

みミシン、卓球台、チャイル

ドシート、ＬＰ・ＳＰレコー

ド、電動自転車

普通救命講習会 
受講料無料 

布おもちゃづくり教室 
完全託児 

研修会を開催 
『ゆうきの里ものがたり』 
―有機農業による地域づくりー 

環境寄席 

養育費の無料相談会 

そ   せい

はやしや

の     だ

〈栄養成分／1人分〉
エネルギー
 299kcal
タンパク質
 5.9ｇ
脂　　　質
 1.9ｇ
塩　　　分
 0.7ｇ

〈材料／4人分〉
米
 ２合
だし汁
 430cc
切干大根
 20g
薄揚げ
 1/2枚
干ししいたけ
 1枚

ニンジン
 20ｇ
　 しょう油
 大さじ2
　 みりん
 小さじ2
　 酒
 大さじ2
　 塩
 小さじ1/5

　あらゆる分野で活動しているグループが、連携

協力してフェスタを開催します。

　春が体感できる催し物を行いますので、ぜひお

越しください。

と　　き　3月2日（日） 10:00〜16:00

と こ ろ　ユリーム春江

スケジュール

◎の体験教室は、申し込みが必要です。2月20日（水）午前９時から

受付を開始しますので、下記まで申し込んでください。参加費は当日

徴収します

展示も行います 
と　　き　3月１日(土)、2日(日)

作品展示　リフォーム、折り紙、絵手紙、さおり織り、ポーラセーツ

申込・問合先　ユリーム春江　58-0100

　就きたい職業や自分の生き方に悩んでいませんか。キャリアカウン

セラーが相談に乗ります。

　カウンセリングには、予約が必要です。約3日前までに申し込んで

ください。

と　き　3月13日（木）13：00〜17：00

ところ　高椋公民館

対象者　おおむね15歳〜34歳までの人

問合先　商工観光課　50-3152　　68-0440

　　　　　syoukou@city.fukui-sakai . lg.jp　

時　間

10:30〜

 寸劇「お米大好き」　


 出演：ＪＡはるえ女性部劇団「はるうらら」）

11:00〜

 かんたんひな寿司つくり教室


◎

 定　員　20人　参加費　200円


13:00〜

 落語（題目：子育て落語「ももたろう」、ちりとてちん）


 出演　はやおき亭貞九郎氏


14:30〜



 春のリースつくり教室

◎



 　講師　稲葉美智子氏　定員 15人　参加費 1,000円


 

 マグカップつくり教室

◎



 　講師　小林真由美氏　定員 15人　参加費 1,000円




 コサージュつくり教室

◎



 　講師　五十嵐智恵美氏　定員 10人　参加費   800円


随　時




内　　　　　　容

体
　
験
　
教
　
室

てい

いな   ば み ち こ

こ ばやし ま    ゆ     み

い が ら し ち え み

さだ 　く　   ろう

青少年愛護センターによる防犯啓発、子育てマイスター

と一緒に「おしりかじり虫」を踊ろうなど


開催

春一番、うきうきフェスタinユリーム 

若者就業支援  出張カウンセリング 
 

えん  どう        しゅう  じ

笑いの中で 
環境を考える会 
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よい食生活をするための 
健康クッキングしませんか？ 
 

フクイ小さな発見の旅 
参加者を募集 

　雪の降りしきる中、電車の到着を待つ親子。

寒さをがまんしている少年は、しっかり握ら

れる母の手から、ぬくもりと愛情を感じてい

るようだった。　

（春江町　えちぜん鉄道「太郎丸駅」にて）

母の手のぬくもり

今月の表紙

　市営のＪＲ春江駅駐車場とＪＲ丸岡駅南駐車場を、

20年4月１日から月極利用する人を募集します。

　料理好きや興味のある男性

の皆さん、家で簡単に出来る

イタリアンを学んで、家族や

彼女を驚かせてみませんか。（初

心者大歓迎です）　

と　き　３月４日(火)18:30〜

ところ　高椋公民館

講　師　イタリアンレストラン

シェフ  宮越　信氏

定　員　15人

参加費　500円（材料費として）

持参物　エプロン

問合先　高椋公民館　68-0843

【ＪＲ春江駅駐車場】
募集台数　20台

利用料金　月額5,000円

　　　　　(学割月額3,000円)

　　　　＊ＪＲ春江駅駐車場は、

従来どおり、回数制

の利用もできます

申込窓口　春江総合支所地域課

51-9401

募集対象　ＪＲ定期券の利用者

申込方法　申請書に運転免許証の写しを添付して、窓口に申し込み（郵

送可）

　　　　＊申請書は申込窓口にあります。また市のホームページから

ダウンロードできます

申込期間　3月3日（月）〜3月12日（水）　8:30~17:30

利用者決定　3月17日（月）ごろに通知（応募者多数の場合は抽選）

管理体制　4月から株式会社アイビックス（　33-8520）が、JR春江駅

駐車場とＪＲ丸岡駅南駐車場、ＪＲ丸岡駅長畑駐車場の指

定管理者となりました。またJR春江駅駐車場は、これまで

の有人による管理から機械による自動入出場に変わります

【ＪＲ丸岡駅南駐車場】 
募集台数　28台

利用料金　月額2,000円

申込窓口　坂井総合支所地域課

　50-3060

※春江・坂井総合支所ともに、

休日は日直窓口へお願い

します

職　　種　ホール運営（照明､

音響、舞台）

資 格 等　できれば､ ホール運

営業務経験のある人

勤　　務  １日 8 時間､ 週 5 日

　　　　　( 時間外勤務あり )

給　　与　月額 136,200 円

勤 務 地　ハートピア春江

募集人員　1 人

年　　齢　昭和 48 年 4 月 2 日

〜昭和 63 年 4 月 1

日に生れた人

募集締切　３月７日 ( 金 )

申　　込　履歴書を下記へ提出

問 合 先　（財）春江文化振興事

業団（ハートピア春

江内）　51-8800

と　き　３月７日(金)

　　　　9:30〜13:00

ところ　霞の郷　栄養指導室

持ち物　エプロン、三角巾、

　　　　タオル

講　師　市栄養士

参加費　200円

申　込　事前予約が必要。2月

29日(金)までに下記へ。

申込先　丸岡保健センター

　　　　　68-5051

　風情のある三国湊町を巡り、

お気に入りの風景をカメラに

納めてみませんか。

　当日、デジタルカメラを必ず

お持ちください。

と　　き　3月15日（土）

コ ー ス　集合(永平寺町役場

永平寺支所【8:00集

合】、フェニックス・

プラザ【8:30集合】)

→三国湊町散策→

昼食（魚志楼）→三

國湊座→解散(フェ

ニ ッ ク ス・プ ラ ザ

【16:00解散】、永平

寺町役場永平寺支

所【16:30解散】)

募集人数　40人

締　　切　2月29日（金）

参 加 費　2,000円（昼食代）

　参加要件や申し込み方法など、

詳しくは下記まで。

申込・問合先　福井坂井地区広

域市町村圏事務組合内「小さ

な発見の旅」係　20-5050

　http://www.fukui.asovino.net/

募集します！　　　　20年度  

財団の臨時職員を募集 Men'ｓ cooking class 
～簡単、イタリアン♪～ 

メンズ　　　　　クッキング　　　　クラス

みや  こし　    まこと

春江駅駐車場と 
丸岡駅南駐車場 の利用者募集 （生活習慣病予防食） 

職　種 資格など 勤　務 給　与 勤務地 募集期間 募集担当課（問合先）募集人数

保育士・
教諭

調理員

児童館
職員

児童クラブ
指導員

保健師

介護支援
専門員

レセプト
点検員

幼稚園
補助教諭

調理員

体育施設
事務及び
管理

公民館
事務

図書館
事務

坂井市海浜自
然公園の利用
受付、施設維
持管理など

保育士の資格・幼稚園教
諭免許を有する人、また
は取得する見込のある人

調理師免許を有する人、
または取得する見込のあ
る人

保健師か助産師または看
護師の資格、および運転
免許を有する人

介護支援専門員または看
護師の資格および運転免
許を有する人

各保険者などで、過去１
年以内に点検実務経験の
ある人

幼稚園教諭免許を有する
人、または取得する見込
のある人

調理師免許を有する人、
または取得する見込のあ
る人

パソコン操作のできる人

パソコン操作のできる人

パソコン操作のできる人

１日 8 時間
週 5 日

１日 8 時間
週 5 日

１日 8 時間
週 5 日

午後 4 時間

午後 5 時間

 

1 日 8 時間

週 5 日

期間

① 20 年 4 月 1 日〜

21 年 1 月 31 日

② 20 年 4 月 1 日〜

21 年 3 月 31 日

1 日 8 時間
週 5 日

1 日 8 時間   
週 5 日

１日　5 時間
週 5 日（ただし、夏
休みは勤務を要しな
い）

1 日 8 時間
週 5 日

1 日 8 時間
週 5 日
日曜日に交代勤務あ
り

1 日 8 時間 週 5 日
※土は交代勤務、時差

出勤および休日勤務
あり

１日 8 時間
週 5 日
※土・日・祝日
　は交代勤務

１日 8 時間勤務で
年間 70 日程度

保育所・幼保園

保育所・幼保園

児童館

児童クラブ

市内保健
センター

総合支所

春江総合支所

雄島幼稚園・加
戸幼稚園

給食センター（三
国または春江坂
井）または丸岡地
区小学校給食室

三国運動公園
管理事務所

市内公民館

市内図書館

坂井市海浜自然
公園（坂井市三
国町安島36-72）

30人

若干名

若干名

若干名

若干名

2人

1人

若干名

2人

1人

1人

1人

１人

2人

月額
136,200 円

月額
131,500 円

月額
136,200 円

日額
 3,200 円

日額
4,000 円

日額
8,000 円

月額
142,800 円

月額
134,000 円

時給
800 円

月額
131,500 円

月額
134,000 円

月額
134,000 円

月額
134,000 円

時給
700 円

2月29日(金)
まで

2月29日(金)
まで

3月7日(金)
まで

3月7日(金)
まで

3月7日(金)
まで

3月7日(金)
まで

3月7日(金)
まで

3月7日(金)
まで

3月14日(金)
まで

児童家庭課
　　　50-3042
各総合支所
福祉課
三国　82-8903
丸岡　68-0805
春江　51-9404
坂井　50-3063

健康福祉課
　　　50-3040

保険年金課 
　　　50-3031

学校教育課
　　　50-3161

スポーツ課
　　　50-3163

生涯学習課
　　　50-3162

丸岡図書館
　　　67-1500

三国総合支所
産業課
　　　82-8904

参加者を募集 

※
バ
ス
利
用
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平成２０年度 市の臨時職員を募集します！ 
採用期間は平成 20 年 4 月 1 日〜平成 21 年 3 月 31 日です。
勤務体系は、それぞれ違います。詳しくは、募集担当課までお問合せください。



通行規制区間 

●道の駅「さかい」

●
明治ナショナル工業

●
JA花咲

福井本店

●福井日産

●東十郷
　小学校

坂井市役所
●

蔵垣内交差点

上兵庫交差点

東長田交差点

五本跨線橋

福島跨線橋

河和田踏切

坂井踏切

高畑踏切

大型車迂回路 

凡　例 

小型車迂回路 

　県と（社）県歯科医師会では、

口臭予防や虫歯、歯周病の進

行を予防するため、無料歯科

健診を行っています。

実施期間　3 月 31 日（月）まで

受診方法　県内の歯科健診協

力医院（ご予約を）

必要なもの　受診の際、歯科医で

次のものを提示し

てください

　　　　・20歳の人…保険証、

免許証、学生証など

　　　　・妊産婦…母子手帳

問 合 先　県健康増進課

20-0352

　　　　　または市保健セン

ターや坂井健康福

祉センターへ

　18 年度から「介護支援専門

員登録証明書」が『介護支援

専門員証』に変わり、5 年間の

有効期間が設けられました。

　有効期間後も、継続して介

護支援専門員として働くには、

研修を受けて、有効期間の更

新を行う必要があります。

　詳しくは、県長寿福祉課ホー

ムページをご覧ください。

　ホームページをご覧になれ

ない人には資料を送付します。

住所 ･ 氏名 ･ 郵便番号を記入し

た返信用長３封筒に 80 円切手

を張り、下記へお送りください。

問合先　県長寿福祉課 介護保

険支援グループ　 20-0333

　〒 910-8580　福井市大手 3 丁目 17-1 

　働く人の生活をサポートす

るため、市と金融機関が連携

して作り上げた低利で安心の

融資制度です。ご利用ください。

利用できる人　市内に1 年以上住所

がある就業者（賃

金労働者や自営業者）

資金使途　パソコンや車の購入、

住まいの修繕など、

生活に必要な資金

に幅広く利用でき

ます

利 用 額　最高 150 万円

返済期間　最長 5 年

金　　利　【3 年以内】年 2.0%

　　　　　【5 年以内】年 2.4%

　　　　　※金利の変更あり

償還方法　元利均等月賦償還

取扱金融機関　北陸労働金庫、市内

の福井信用金庫※北陸

労働金庫はサラリーマンのみ

問 合 先　商工観光課　 50-3152

　次の産業に従事する労働者

には、該当する産業別最低賃

金が適用されます。（時間額）

繊維製造業（略称）　　　706円

電気機械器具製造業（略称）

　　　　　　　　　　　722円

機械器具製造業（略称）　764円

各種商品小売業　　　　728円

（平成19年12月24日から適用）

　また上記の産業以外に従事

する県内すべての労働者には、

県の最低賃金が適用されます。

（時間額）

福井県の最低賃金　　　659 円

（平成19年10月19日から適用）

問合先　福井労働局労働基準部

賃金室　　   22-2691

　三国運動公園屋内温水プー

ルは、4 月からの指定管理者に

運営が委託されます。

　それに伴う開業準備などのた

め、下記の期間、臨時休業します。

　利用者には大変ご迷惑をお

掛けしますが、ご協力をお願

いします。

休館期間　3月3日（月）〜

　　　　　　　3月31日（月）

問 合 先　スポーツ課　50-3163

　九頭竜川の布施田橋から下

流区域と、竹田川の宮前橋か

ら下流区域に、無許可で放置

されていた船舶 17 隻と桟橋な

どの工作物 13 基を保管してい

ます。

　4 月 30 日までに物件を引き

取られない場合、河川法に基

づき国や県に所有権が帰属し

ます。

  当該船舶や工作物の返還を求

める人は、下記問い合わせ先

に申し出てください。

　船舶・工作物の撤去や保管

などに要した費用は、河川法

に基づき所有者から徴収します。

問合先

　【九頭竜川に関すること】

福井河川国道事務所　河川

占用調整課

　35-2661　  35-7946

福井市花堂南 2-14-7

　【竹田川に関すること】

　県土木部河川課

　 20-0480　  20-0659

　福井市大手３丁目 17-1

　国民年金保険料の納め忘れ

がある人に対して、休日や夜

間にも納付のご案内を行って

います。

①電話によるご案内

　国が業務委託した契約業者（19

年度は株式会社トライアイ）が、

平日だけでなく土曜日・日曜日、

夜間にも電話による納付のご

案内を行っています。

　業務委託の際には、法律に

基づく個人情報保護には万全

を期しています。

②訪問によるご案内

　社会保険事務所の職員や国

民年金推進員、特別国民年金

推進員、国民年金指導員が国

民年金制度のご案内や保険料

収納のため、身分証明書を携

帯の上、自宅を訪問しています。

　なるべく面談ができるよう、

土・日曜日、夜間にも訪問し

ますので、ご理解をお願いします。

問合先　福井社会保険事務所

　　　　　23-4516

　2月20日は「交通事故死ゼロ

を目指す日」です。

　交通ルールを守り、正しい

交通マナーで、交通事故によ

る死亡事故をなくしましょう。

　夜の外出の際には反射材を

活用するなど、自分の身は自

分で守りましょう。

問合先　総務課　50-3010

　えちぜん鉄道のアテンダン

トに焦点をあてた「ローカル

線ガールズ」が全国書店で発

売中。

問合先　えちぜん鉄道株式会

社　 52-7788

市のすがた（1月1日現在）


人　口
 95,305人（−34、
−  40人）

　男
 46,224人（− 9、
＋  84人）


　女
 49,081人（−25、
−124人）



世帯数
 29,255戸（−14、
＋179戸）
※（　）内は前月比、前年比

　原油価格の高騰などで、業況が悪化している関連

中小企業者への支援として、市は金融機関と協力し、

中小企業者向けの融資制度「市中小企業者等振興資金」

の強化措置を行います。

対象事業所　経済産業大臣が指定する不況業種で、次のいずれかに該当

する事業所

　　　　①製品などの原価のうち20％以上を占める原油などの仕入

価格が上昇しているにもかかわらず、製品などの価格に転

嫁できないもの

　　　　②最近３カ月間の平均売上高などが前年同期比マイナス５％

以上であるもの

支援期間　3月31日（月）まで

支援内容　【 対 象 融 資 】 市中小企業者等振興資金の一般資金のうち、

　　　　　　　　　　　 資金使途が運転資金であるもの

　　　　　【 限 度 額 】 2,000万円

　　　　　【 融 資 利 率 】 2.25％（保証協会保証付で1.85％）

　　　　　【 利 子 補 給 】 年利率1.5%の利子相当額（3年間補給）

　　　　　【保証料補給】 保証料率0.25%相当額を最長で36カ月分

問 合 先　商工観光課　50-3152

介護支援専門員証の 
更新制度はご存じですか？ 

守ろう！福井県の最低賃金 
産業別最低賃金を改正 

ご利用ください！ 

生活安定資金 
坂井踏切の工事のため車両は全面通行止め 三国運動公園屋内 

温水プールが臨時休館 

河川管理者（国・県） 
からのお知らせ 

えち鉄が本になりました 

休日や夜間にも国民年金の 
ご案内を行っています 

2月20日は 
交通事故死ゼロを目指そう！ 

20歳の人、妊婦・産婦の人を 
無料で歯科健診 

原油高騰などに対する緊急支援 

中小企業者向けの 融資制度を強化 

ふ     せ     だ

工事期間　2 月 20日（水）〜4月10日（木）（予定）

　坂井踏切の拡幅工事を行います。

　工事期間中は、車

両が全面通行止めと

なりますので、迂回

道路をご利用くださ

い。（歩行者、自転

車は通行できます）

　大変ご迷惑をお掛

けしますが、ご協力

をお願いします。

問合先　県三国土木

事務所　道路保全課

　　　　   82-1107
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三 国 町



自 治 会 名 
   

一の部地区


四 日 市

森 　 町

岩 　 崎

玉 　 井

中 　 元

大 　 門

三 国 東

新 　 町

安 養 寺

御 所 垣 内

代 官 屋 敷

観 　 音

三国東団地

二の部地区


山 上 西

汐 　 見

上 　 西

下 　 西

東 下 西

上 　 緑

下 　 緑

松 ケ 下

元 　 新

上 　 旭

下 　 旭

石 切 場

上 　 台

下 　 台

殿 　 島

栄 　 町

新 　 緑

三の部地区

平 　 野

久 宝 持

日 和 山

桜 　 町

喜 　 宝

南 末 広

北 末 広

上 　 錦

下 　 錦

下 　 新

温 　 泉

立 田 団 地

四の部地区


橋 　 本

会 長 名

原 晋

高 嶋 　 照

北 畑 栄 藏

岩 本 敏 夫

冨 田 　 旭

村井 夫

井 上 律 夫

坪 井 眞 司

平 野 紘 一

　 善 美

西 岡 照 男

大 和 勝 浩

嶋 　 昭 義

北 井 秀 雄

　 原 　 薫

木 村 勝 幸

玉本憲一郎

大 坂 義 一

佐々木　尚

上 坂 修 司

嶋 田 剛 志

佐 　 　 男

永田寿栄正

荒 川 芳 雄

池 上 敬 次

中 田 幸 男

近 藤 哲 行

南 口 良 雄

小 林 信 夫

小 澤 憲 幸

佐々木良英

戸 田 清 孝

赤 土 　 勝

渡 邉 　 夫

織 田 　 進

水 野 勇 二

金 丸 　 　

上 野 幹 雄

三 上 輝 夫

神 谷 輝 彦

谷 根 英 一

山 内 正 博

楫 井 喜 由

自 治 会 名 
  

　 竪 　

上 　 横

上 真 砂

下 真 砂

東 滝 本

西 滝 本

西 滝 谷

仲 滝 谷

浜 滝 谷

つつじが丘

雄島地区


宿 一 丁 目

宿 二 丁 目

宿 三 丁 目

米 ヶ 脇

グリーンハイツ

新宿一丁目

新宿二丁目

広 野 宿 舎

安 　 島

崎

梶

浜 　 地

陣 ヶ 岡

マリンタウン崎

加戸地区


覚 　 善

加 戸 東

加 戸 西

平 　 山

西 　 谷

嵩

池 　 上

水 　 居

城 ヶ 原

美 　 保

鐘 　 場

覚 善 東

鴨 　 池

旭 　 台

水 居 団 地

公園台地区


運 動 公 園

緑 ヶ 丘

野 　 山

桜 ヶ 丘

緑ｹ丘五丁目

運動公園三丁目

新緑ヶ丘団地

会 長 名

圓成庄一郎

八十島　夫

志 尾 　 章

新 川 光 男

塩 尾 敏 之

佐 野 輝 雄

齊 藤 嘉 積

松 波 雅 夫

眞 田 雅 昌

谷 川 亮 泰

中 谷 正 見

不 破 秀 雄

六 佐 　 保

井黒虎子男

平 島 　 昇

南 　 憲 一

清 水 正 勝

下 影 　 務

難 波 英 夫

舛 井 知 敏

新 郷 一 郎

長 山 正 幸

小 林 正 裕

津 田 英 男

山 崎 　 守

萬 道 良 兼

織 田 　 優

八 木 仁 司

奥 原 真 人

齊 藤 道 廣

木 嶋 次 朗

中 川 　 祝

本 馬 是 昭

西浦規矩俶

吉 田 　 清

坂 本 芳 昭

辻 　 義 和

多 田 義 盛

近 藤 雅 之

松 井 一 機

板倉　三吉

横 山 重 藏

谷 田 　 清

西 野 昌 享

自 治 会 名 
  

磯部地区


南横地１区

南横地２区

南横地３区

北横地１区

北横地２区

北横地３区

北横地４区

四 ッ 屋

磯部新保１区

磯部新保２区

羽 　 崎

九頭竜大橋

宇 　 随

磯 部 福 庄

熊 　 堂

磯 部 島

磯 部 島 ２

四 郎 丸

今 　 市

南 今 市

反 　 保

八 　 丁

上 安 田

安 田 新

下 安 田

新九頭竜１区

新九頭竜２区

高 柳 ３ 区

高椋地区


西瓜屋１の１

西瓜屋１の２

西瓜屋１の３

西瓜屋２区

西瓜屋３区

西里丸岡１区

西里丸岡２区

西里丸岡３区

ニュー一本田

一 本 田 中

一 本 田

笹 和 田

舟 寄 １ 区

舟 寄 ２ 区

舟 寄 ３ 区

舟 寄 ４ 区

舟 寄 ５ 区

舟 寄 新

長 　 崎

会 長 名

前 田 栄 一

小田原正善

南 　 治 和

熊 谷 正 海

大 崎 辰 巳

見 附 義 裕

西 　 光 明

川 口 誠 一

松 浦 由 典

辻 　 信 幸

竹 内 一 男

中 村 眞 一

三 澤 正 彦

大 谷 民 夫

坪 田 利 久

南 出 亭 一

日 下 周 一

井 向 清 一

伊 東 範 雄

山 端 行 雄

田 中 裕 稔

西 岡 政 雄

中 山 眞 一

小 西 郁 生

吉 川 昌 範

多 田 　 栄

不 破 正 之

江 岸 浩 一

清 水 省 是

岡 松 　 茂

村 田 正 明

坂 江 芳 夫

野 口 義 博

上 坂 　 治

辻 村 憲 二

近 藤 紀 夫

森 田 章 三

杉 本 達 夫

宮 平 数 実

三 寺 典 夫

林 田 康 廣

斉 藤 　 駿

坪 川 　 実

細 江 輝 久

林田富実雄

大 窪 俊 宏

齊 藤 隆 夫

自 治 会 名 
  

長 崎 新

一本田新１区

一本田新２区

一本田新３区

一本田新４区

共 　 栄

今 　 福

今 福 ２ 区

八 ッ 口

高 　 柳

高 柳 ２ 区

吉 　 政

寅 　 国

竜 　 北

泉

雇 用 促 進

猪 　 爪

猪爪新１区

猪爪新２区

猪爪新３区

高椋東部地区

儀 　 間

牛 ケ 島

高 　 瀬

豊 原 高 瀬

筑 後 清 水

四 ッ 柳

北 四 ッ 柳

高 　 田

油 為 頭

板 　 倉

葉 咲 野

野 中 山 王

大 　 森

山 崎 三 ケ

末 　 政

末 政 ２ 区

新 　 間 


丸岡地区


八 幡 町

下 　 谷

中 　 谷

上 　 谷

上 富 田

中 富 田

下 富 田

上 石 城 戸

中 石 城 戸

下 石 城 戸

会 長 名

永 野 良 幸

金 子 成 子

岡 崎 孝 志

中 澤 美 幸

長谷川紀子

北 　 　 茂

朝 倉 治 国

松 村 敏 雄

木 田 　 榮

加 納 幸 夫

　 木 義 秀

東 　 喜 一

福 澤 武 一

松 村 英 明

中 島 信 一

小 寺 直 希

中 川 忠 明

　 嶋 行 雄

北 　 晴 之

我 久 眞 一

中 田 正 弘

高 嶋 義 晴

嵐 　 雅

小 林 道 博

藤 田 　 　

南 田 眞 一

井 手 一 洋

佐々木行恭

北 川 英 司

南 出 繁 和

尾 崎 　 司

荒 木 哲 治

中 嶋 栄 一

　 山 泰 二

川 端 　 繁

多 田 良 一

野 路 利 夫

　 山 政 則

児 玉 幸 孝

吉 田 克 也

北 島 芳 雄

増 澤 信 一

武 曽 一 成

中 出 憲 治

伊 東 文 男

池 内 信 行

西 　 義 一

自 治 会 名 
  

三 ケ 町

竹 田 口

東 　 組

東陽２丁目

新 　 町

上 本 町

室 　 町

小 人 町

乾 　 町

上 田 町

荒 　 町

松 川 町

新 松 川 町

北 霞 １ 区

北 霞 ２ 区

北 霞 ３ 区

北 霞 ４ 区

南 霞 １ 区

南 霞 ２ 区

南 霞 ３ 区

南 霞 ４ 区

城 　 南

城 　 東

霞ケ丘１区

霞ケ丘２区

霞ケ丘３区

霞ケ丘４区

一本田福所

一本田福所２区

乾 下 田

田 　 町

朝 　 陽

栄

グリーン栄

針 ノ 木

朝陽２丁目

御 　 幸

長畝地区


松 　 川

城 北 １ 区

城 北 ２ 区

城 北 ３ 区

城 北 ４ 区

城 北 ５ 区

宇 　 田

玄 　 女

千 　 田

上 長 畝

下 長 畝

会 長 名

三 澤 健 侑

朝 日 教 行

谷 口 憲 治

林 田 典 男

池 田 雅 昭

中 野 秀 美

細 井 幸 助

南 川 保 幸

小川幸治郎

朝 田 重 雄

山 口 邦 夫

柳 澤 正 隆

小 林 憲 治

山 田 寛 之

岩 崎 恵 一

倉 野 典 夫

吉 村 正 七

津 田 壽 昭

細 川 信 大

東 本 敏 男

西 出 博 文

本 庄 光 雄

宮 本 　 久

川 口 壽 榮

南 　 幹 男

南 　 陽 介

中野フヂヱ

伊 東 茂 憲

田 村 重 男

上 村 武 雄

南 川 英 明

前 田 良 一

加 藤 繁 雄

重 僧 栄 治

岩 井 直 幸

橋 本 顯 治

中 村 武 美

菜 畑 正 市

尾 　 芳 輝

土 肥 修 治

矢 野 光 吉

神 浦 　 勇

松 山 勝 市

西 田 輝 和

中 車 豊 明

坂 本 一 美

上 田 一 男

山 田 正 行

自 治 会 名 
  

山 久 保

女 形 谷

赤 　 坂

伏 　 屋

三 本 木

与 　 河

畑 　 中

田 　 屋

豊 　 原

曽 々 木

内 　 田

舛 　 田

小 　 黒

篠 　 岡

石 　 上

里 丸 岡

今 　 町

東 　 陽

愛 　 宕

文 　 京

八ヶ郷１区

川 　 上

坪 　 江

乗 　 兼

堀 　 水

里 竹 田

竹田地区


曽 　 谷

岡

山 　 口

山 竹 田

春 江 町



南部地区


江留上大和

江留上本町

江 留 上 緑

江留上日の出

江 留 上 旭

江留上中央

江留上昭和

江留上新町

江 留 上 錦

中部地区


為 国 幸

為 国 中 区

為国西の宮

亀 ケ 久 保

会 長 名

上田喜與一

上 田 誠 門

澤 　 彬 利

北 川 裕 治

山 田 峰 生

鰐 渕 莊 一

小 林 茂 男

前 川 政 晴

福 岡 敏 雄

近 藤 栄 司

辻 川 正 　

大 嶋 　 誠

西 川 貞 市

林 田 一 義

前 川 重 信

岩 田 作 美

分 見 一 夫

川 上 正 樹

渡 辺 修 一

中 場 良 美

尾 　 範 弘

橋 向 　 修

野 田 和 榮

尾 嶋 　 勉

東 　 秀 雄

南 川 良 夫

　 橋 勝 賢

廣 野 　 学

辻 端 和 彦

岡 松 　 一

竹 下 英 輔

前 田 孝 暁

澤 崎 貞 信

吉 村 敏 彦

坪 内 　 彰

西川三知夫

渡 辺 明 生

山 下 　 洋

坪 内 　 勲

　

平 井 幸 一

中 野 忠 幸

富 永 利 和

砂 原 幸 雄

自 治 会 名 
  

境 上 町

境 元 町

石 　 仏

い ち い 野

いちい野北

いちい野中央

江 留 下 西

江留下宇和江

江留下屋敷

沖 布 目

豊 　 島

大 　 針

藤 鷲 塚

江 留 中

随 応 寺

東 太 郎 丸

西部地区


本 　 堂

西 太 郎 丸

矢 　 島

千 歩 寺

中 　 庄

針 原 東

針 原 西

針 原 平 柳

田 　 端

高 　 江

京 　 町

京 町 南

松 　 木

金 剛 寺

安 　 沢

福 　 町

北部地区


春 日 野

大 　 牧

リリータウン

井 　 向

西 長 田

石 　 塚

取 　 次

正 　 善

布 施 田 新

姫 　 王

定 　 広

木部西方寺

辻

上 小 森

室 　 町

会 長 名

泉 　 義 信

北 川 忠 義

五十嵐聖栄

吉 村 繁 治

新 屋 　 進

内 田 佳 邦

山 本 尚 治

白 崎 辰 治

高 村 啓 三

小 林 啓 二

伊 川 榮 三

伊 藤 邦 夫

辻 元 善 徳

坪田長兵衛

宮 田 啓 一

青 柳 正 彦

長谷川雅紀

小 林 忠 治

金 森 和 彦

伊藤榮次郎

佐 藤 俊 一

三 田 英 治

加 藤 　 稔

渡 辺 道 広

矢 野 　 正

小 林 謙 治

勝 木 繁 雄

石 田 悦 久

小 林 秀 治

小 林 正 幸

小 林 正 樹

森 末 和 雄

西 村 能 令

木 下 豊 治

森　恵一郎

長谷川彰弘

小 林 忠 邦

柴 原 岩 男

市 田 義 雄

牧 田 治 和

徳 堂 誠 一

近 間 正 寿

藤 田 　 勉

石 黒 建 治

杉 本 俊 明

中 嶋 憲 二

牧 野 伸 幸

自 治 会 名 
  

下 小 森

堀 　 越

東部地区


中 　 筋

中 筋 西

中 筋 東

中 筋 駅 前

中筋三ツ屋

中筋北浦南

中筋北浦北

中 筋 大 手

正 蓮 花

寄 　 安

寄 安 金 戸

定 　 重

坂 井 町

東十郷地区

宮 　 領

北 宮 領

中 宮 領

西 宮 領

田 　 島

田 島 新

華 水 木

田 島 窪

若 　 宮

若 宮 新

東 若 宮

福 　 島

新 福 島

東 長 田

徳 分 田

上 新 庄

駅 　 前

上新庄新町

新 　 庄

下 新 庄

日 の 出

長 　 畑

定 　 旨

五 　 本

河 和 田

長 屋

長屋さくら台

御 油 田

朝 　 日

朝 日 住 宅 


会 長 名

田 崎 千 秋

小 林 善 尚

田 嶋 哲 雄

山岸金治郎

三 田 辰 彦

廣 野 直 人

齊 藤 　 勲

森 長 　 央

山 田 征 男

尾 川 重 峻

笹 原 昭 夫

新 谷 健 治

玉 川 佳 一

定 本 堅 一

小垣内光男

竹 内 　 進

桜 井 浩 行

野 村 賢 二

堂垣内一雄

堂 前 基 久

野 田 和 也

村 本 善 男

川 嶋 優 次

嶋 津 敏 雄

三 上 敏 彦

長谷川正博

濱 田 輝 昭

木 愼 一

佐 川 勝 行

草 壁 行 雄

西 野 和 廣

山 岸 真 也

西 田 健 一

五十嵐　勉

吉 川 圭 一

河 合 佐 執

五十嵐敬太郎

坪 田 昭 彦

江 川 慎 一

北 　 昌 義

中 嶋 正 嘉

佐々木幸雄

友 田 政 見

多 田 泰 彦

自 治 会 名 
  

大関地区


舘

小 　 路

関 　 中

安 　 光

上 　 関

島 　 田

大 関 大 正

東

下 　 蔵

上 　 蔵

南 蔵 垣 内

鯉

西

東 中 野

新 東 中 野

大 味 上

大 味 中

大 味 下

新 大 味

花の町1丁目

花のまち2丁目

大 味 春 日

兵庫地区

上 兵 庫

け や き 野

中 の 江

下 兵 庫

相 　 生

木部地区


清 　 永

島

木 部 東

東 荒 井

蛸

高 　 柳

今 　 井

折 　 戸

木 部 新 保 


会 長 名

伊 藤 俊 郎

伊 藤 　 静

伊 藤 　 求

定 池 千 章

橋庄亥智

友 田 富 夫

佐 藤 史 明

五十嵐秀雄

伊 藤 博 幸

伊 藤 博 之

吉 村 裕 子

黒 川 昭 彦

虎 尾 賢 一

酒 井 智 吉

八 杉 昌 治

澤 田 吉 昭

田 晃 二

国 京 民 雄

黒 　 忠 雄

鎌 田 俊 幸

黒 川 　 勝

八 幡 裕 司

一 柳 澄 男

柴 山 秀 之

常 廣 陽 一

寺 澤 繁 樹

水 野 健 治

梅 藤 英 一

岡 　重治

高 須 正 実

末 廣 光 男

岡 倉 孝 夫

藤 田 憲 治

熊 谷 利 弘

古 市 正 治

石丸伝兵衛

自 治 会 名 
  

新保地区


新 保 上 町

新 保 中 町

新 保 下 町

浜四郷地区


横 　 越

下 　 野

西 野 中

山 　 岸

黒 　 目

米 納 津

沖 野 々

ﾆｭｰﾀｳﾝ黒目

ポートタウン

ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾀｳﾝ黒目

東部地区


竹 　 松

西 今 市

藤 　 沢

玉 　 江

木部地区


石 　 丸

野 　 中

油 　 屋

楽 　 円

請 　 地

金 　 井

川 　 崎

池 　 見

丸 岡 町

  

鳴鹿地区


東 二 ッ 屋

上 金 屋

楽 　 間

為 　 安

寄 　 永

友 　 末

坪 ノ 内

下久米田上

下久米田下

上 久 米 田

近 　 庄

六 呂 瀬

金 　 元

新鳴鹿２丁目

新鳴鹿３丁目

新鳴鹿１丁目

会 長 名

近 藤 　 奏

玉 森 忠 雄

森 安 公 生

矢 原 義 男

田 島 清 治

野 島 哲 三

濱 内 　 実

小 川 彦

八 竹 雄 三

玉 森 英 治

瀬 堂 　 徹

村 上 雅 彦

墨 谷 　 修

藤 田 悦 夫

伊 藤 武 雄

小 島 　 勉

小 達 美

倉 友 秀 利

小 島 光 治

鷺 　 　 稔

乘 京 尚 史

定 池 徳 誠

川 　 雅 弘

野 　 修 治

斎藤公太郎

辰 川 正 行

筧 　 甚 一

新宅章一郎

伊 東 清 美

朝 倉 義 明

大 谷 正 一

東 　 明 正

藏 元 勝 城

大 　 昭 彦

大 谷 政 行

　 山 源 一

笹 原 義 高

前 川 哲 夫

稲 井 邦 博

根 来 英 雄

久 保 勇 次

平成20年 
問合先　総務課　 50-3010
　　または各総合支所地域課まで
　　三　国　 82-8900　丸　岡　 68-0801
　　春　江　 51-9401　坂　井　 50-3060行政嘱託員（自治会長）を紹介します 行政嘱託員（自治会長）を紹介します （敬称略）

　自治会長を中心に、

市政発展にご協力を

お願いします。

2月号広報19 182月号広報



▼
取
材
で
何
気
な
い
質
問
を
受
け
、

身
近
な
こ
と
で
も
意
外
に
知
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
経
験
。
何

に
対
し
て
も
疑
問
に
思
っ
て
調
べ

る
こ
と
は
大
事
だ
と
実
感
▼
皆
さ
ん
、

ど
う
し
て
２
月
だ
け
28
日
と
短
く
、

日
数
調
整
の
月
に
な
る
か
知
っ
て

い
ま
し
た
か
？
　
　
　
　
　  

︵
嘉
︶

▼
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
﹁
広
報

さ
か
い
19
年
７
月
号
﹂
が
知
事
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
継
体
大
王
を

テ
ー
マ
に
市
内
の
つ
な
が
り
を
特

集
し
た
も
の
で
す
▼
広
報
紙
は
﹁
市

民
と
共
に
﹂
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。               

︵
純
︶

『下萌』
（春江町針原）

よ〜いしょっと。

やっと顔を出したのに

今日はまだ　雪？

がまん、がまん。

重くて冷たい

この雪が解けたら

誰よりも先に

春を叫ぼう。

編 集 室

さ
か
い

平
成

2
0
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︱ 

黄
楊
の
堂 

︱

そ
の
昔
、
親
鸞
聖
人
が
北
国
下
向
の
と
き
、
寄
安
郷

の
長
者
宅
に
滞
留
し
た
。
そ
の
と
き
、
長
者
が
﹁
聖

人
の
教
え
は
、
そ
の
証
が
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
﹂

と
い
う
と
、
翌
日
、
聖
人
は
菓
子
に
添
え
出
さ
れ
て

い
た
黄
楊
の
よ
う
じ
を
庭
に
さ
し
﹁
わ
が
法
、
来
世

に
盛
ん
な
ら
ば
、
根
を
生
じ
る
で
あ
ろ
う
﹂
と
言
っ

た
。
そ
し
て
、
一
夜
の
う
ち
に
そ
の
言
葉
ど
お
り
、

よ
う
じ
か
ら
根
が
出
て
、
葉
が
茂
っ
た
と
い
う
。

春
江
町
寄
安
の
旧
北
国
街
道
沿
い
に
あ
る
黄
楊
の
堂
。

親
鸞
聖
人
に
関
す
る
言
い
伝
え
が
残
る
史
跡
を
巡
っ
た
。

近
く
に
住
む
田
邊

さ
ん
︵
68
歳
・
春
江
町
寄
安
︶

が
﹁
昭
和
45
年
ご
ろ
ま
で
、
黄
楊
の
堂
は
杉
で
囲
ま

れ
、
周
り
は
田
ん
ぼ
だ
っ
た
。
今
の
よ
う
に
工
場
に

囲
ま
れ
て
お
ら
ず
、
集
落
の
外
れ
に
ぽ
つ
ん
と
あ
る

感
じ
だ
っ
た
﹂
と
教
え
て
く
れ
た
。

﹁
福
井
大
震
災
後
、
黄
楊
の
堂
は
大
規
模
な
整
備
を
２

回
行
っ
た
。
し
か
し
、

黄
楊
の
堂
を
囲
む
よ

う
に
あ
る
池
の
大
き

さ
は
昔
と
変
わ
ら
な

い
﹂
と
田
邊
さ
ん
。

昔
の
面
影
を
残
す
史

跡
を
眺
め
て
な
が
ら

﹁
大
切
に
す
る
思
い

を
大
事
に
し
、
い
つ

ま
で
も
守
り
続
け
て

い
き
た
い
﹂
と
話
し

て
い
た
。

つ

　

げ

　

　

 

ど

う

し
ん   

ら
ん 

し
ょ
う
に
ん

た    

な
べ
の
ぼ
る

春江町寄安 30
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